
Outlook2003、2007 から Outlook2010 へのリストア⽅法 
 
PC ⼊れ替えに伴い、旧 PC で使⽤していた Outlook2003、2007 のデータを新 PC の
Outlook2010 に復旧させる⼿順の説明です。 
 
 
１．SecureBackClient を新 PC にインストールし、 

旧 PC で使⽤していた SecureBackClient の ID とパスワードでログインします。 
 
２．オートリストアを促すダイアログが表⽰されるので[はい]を選択します。 
 
 
 
 
 
 
      数秒で表⽰される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．Outlook に関しての問いには[スキップ]を選択します。 

※デスクトップやマイドキュメントなどに関しても同様のダイアログが表⽰されます
ので、[いいえ]を選択することによりデータが復旧されます。 

 
 
 
 
                           「Outlook」であることを確認 
 
 
 
 



ポイント！！ 
以下のダイアログが表⽰された場合は[キャンセル]を選択し、⼀旦オートリストアをキャン
セルします。 
 
先に Outlook を起動してウィザードに従いメールアドレスの作成をします。 
メールアドレス作成後、スタートメニューから SecureBackClient を起動して⼿順 2 から
再開します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．既存データの上書きについて問われるので、[はい]を選択します。 

※オートリストアはデータ容量によっては完了までに時間がかかります 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．オートリストア完了時に表⽰されるので、[いいえ]を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
以上でオートリストアは完了です。 
 
ポイント！！ 
オートリストアでは Outlook のデータはリストアしません。 
 
６．SecureBackClient アイコンを右クリックして、[リストア]を選択します。 

 
                  右クリック 
 
７．「Outlook」→「最新」→「標準フォルダ」を選択して[リストア]をクリックします。 

 
 
 



 
リストア先フォルダ（データを戻す場所）を選択する画⾯が表⽰されますので、⼗分な空
き領域のある場所を選択し、[OK]をクリックします。 
 
※今回はローカルディスク(C)を選択します 
 
８．リストア途中でメールアカウントをインポートしますか？と聞かれますのが、すでに

メールアカウントは作成済みなので[キャンセル]を選択します。 

 
 
９．次に、迷惑メールフィルタ情報をインポートしますか？と聞かれますので、必要であ

れば[OK]を、不必要であれば[キャンセル]を選択します。 

 
 
 
 



１０． Outlook2010 の機能を使⽤してリストアしたデータをインポートします。 
Outlook2010 を起動し、「ファイル」→「開く」→「インポート」を選択します。 

 

 
 
１１． ウィザードが起動しますので「他のプログラムまたはファイルからのインポート」

を選択して[次へ]をクリックします。 

 
 
 
 



１２． 「Outlook データファイル(.pst)」を選択して、[次へ]をクリックします。 

 
 
１３． [参照]をクリックして⼿順 7 でリストアしたデータを選択したら、オプションを

どれか 1 つ選択して[次へ]をクリックします。 
※今回は「C:\標準フォルダ\Outlook.pst」を選択します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１４． [完了]をクリックするとインポートが開始されます。 

 
 
以上で作業は終了です。 
 


